
 

スカラップウォ ー ル施工要領書 1 塗布 ・ 塗りタイプ

●この施工要領書をよくお読みの上、 正しくご使用ください。

●ご使用の前に「ご使用上の注意事項」を必ずお読みください。

1 塗布・塗りタイプ 参考施工面積

ロー ラ ー施工

参考施工面積：20~30ボ／袋（塗厚0.5mm以下、 内容量10kg／袋）

●砂骨材スリムローラー （極細目・細目・標準目·粗目）のいずれかを使用した場合です。

●ローラーのメ ー カ ーは『大塚刷毛製造株式会社』を推奨していますが、 必ずしも『大塚刷毛製造株式会社』でなくとも構

いません。

●目が粗くなるにつれ塗り厚が増すので、 塗り面積は少なくなります。

●下地の状況や施工方法等により、 1袋あたりの施工可能範囲は増減します。

吹き付け施工

参考施工面積：10~20ボ／袋

●スプレ ー ガン等を用いて吹き付け塗装する場合、 ローラー施工時よりも水を少し多く入れて溶き、 吹き付けしやすい硬さ

に調整してください。

●下地の状況や施工方法等により、 1袋あたりの施工可能範囲は増減します。

1 塗布・塗りタイプ 適応下地

石膏ポー ド

目地・ビス穴等のパテ処理が必要になります。 シ ー ラ ーなどの下地処理は必要はありません。 リフォ ーム等で、 クロスを剥

がした後の石膏ボ ー ドに施工する場合は、 パテ処理等で表面を平滑にした後、 シ ーラー等の下地処理が必要になります。 防

水処理などの表面処理がされた石書ボ ー ドに施工した場合、 剥がれやすくなる可能性があります。

クロス類（ビニ ールクロス、紙クロス、 布クロスなど）

下地処理なしで施工可能ですが、 剥がれかけているところには補強が必要になります。 タバコ等で表面が汚れている場合、

仕上げ面に汚れが浮いてこないように施工面をよく掃除していただき、 シ ーラー等の下地処理をしてください。 クロスを剥

がした後の下紙にも施工可能ですが、施工面を平滑にするためにパテ処理が必要になります。 下紙の状況によってはシ ーラー

等の下地処理が必要になります。 施工面のクロスが古く、 糊の接着力が弱まっている場合は、 クロスが剥がれてしまうこと

がありますのでご注意ください。

セメント類（モルタル、 コンクリ ートなど）

下地処理なしで施工可能ですが、 仕上げ面に汚れが浮いてこないように施工面をよく掃除していただき、 シ ーラー等の下地

処理をしてください。 表面の気泡による穴は埋まらないので、 穴を埋めたい場合は、 パテ処理などで施工面を平滑にしてお

く必要があります。

●製品の特性上、 漆喰塗りと違い塗装厚が薄いので下地の状況が浮かび上がる傾向があります。

●下地の汚れがひどい場合、 アクが浮いたり、 剥がれてきてしまう可能性があります。

●下地の表面処理によって剥がれてきてしまう場合がありますので、 必ず目立たないところで試塗を行ってください。

●色粉等を追加して色を付ける場合、 厚みや下地の吸水差からくる乾燥時間の差で色ムラが発生しやすくなります。
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